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    予算決算審査特別委員会建設経済分科会（３月12日） 

 

開会（８：５３） 

○鈴木（功）副分科会長 ただいまより予算決算審査特別委員会建設経済分科会を開会す

る。 

 会議に先立ち、鈴木浩己分科会長より欠席との届け出があり、私が分科会長の職務を

代理で行う。 

 当分科会に付託された議案は１件である。審査順序はお手元に配付の審査順表のとお

り、経済産業部、水産部、都市政策部、建設部、環境部として進めたいと思うが、御異

議はないか。（異議なし） 

 

○鈴木（功）副分科会長 経済産業部所管の議案の審査に入る。 

 議第１号「平成30年度焼津市一般会計予算案」中、経済産業部所管部分を議題とし、

当局の説明を求める。 

（当局説明） 

 

○鈴木（功）副分科会長 当局の説明に対し質疑・意見のある分科会員の発言を許す。 

○杉﨑分科会員 御説明をありがとうございます。こっちの予算書のほうのページで申し

上げていきます。 

 まず、74ページ、歳入の点で３点、74ページの治山の関係で県からの支出金、これの

交付基準を教えてください。 

 同じように、76ページの農地・水・環境保全向上対策事業交付金、これの交付基準と

いうか、その点を教えてください。 

 次に、88ページ、このところに勤労者への住宅支援とかということで労金さんとの関

係もあるんですが、ここの勤労者住宅建設資金貸付金元金収入、その下の教育資金貸付

金元金収入、それぞれ件数を教えていただければと思います。 

 一遍に言っちゃっていいですか。 

○鈴木（功）副分科会長 はい。 

○杉﨑分科会員 歳出のほうなんですけれども、144ページ、今のにちょっと関係するん

ですけれども、勤労者住宅資金貸付事業14億2,281万円という予算なんですが、これを

何件見込んでいるのかというところ。 

 同じページで働き方改革推進事業費のテレワーク推進事業、これ、非常に計画という

ことでこの間も質問が出たんですけれども、どの程度のところまでを今この予算の中で

計画しているか、総体的な計画を聞かせてもらえればと思います。 

 その下のサンライフ維持管理費の管理委託費なんですけれども、これが大分増額にな

っているんですが、その増額理由。 

 次に、146ページ、真ん中辺になりますけれども、鳥獣被害防止総合対策事業費、こ

このところなんですけれども、これもイノシシ等の単価的な金額は載っているんですが、

総体で何頭で、その頭数については上限があるのかどうか、何頭までという上限がある

のかどうかというところ、そのすぐ下に鳥獣保護対策費、ここも鳥獣被害の防止と保護
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と相反するようなことが１つの予算に入っちゃっているというのが疑問なんですけれど

も、この違いを、上の防止と保護の違い、ここのところをもう少しはっきり説明いただ

ければと思います。 

 同じページの今度は項が変わりまして、その下のほうに経営体育成支援事業費の関係

なんですが、ここの減額の理由、前年度予算に対しての減額の理由を教えていただきた

いです。 

 次、148ページ、高草山交流里づくり推進事業、これはもう何年も続いて、いろんな

名前が変わって行われているんですが、効果というか、どういう評価をしているのか。

それによっては予算をふやしたほうがいいのか、減らしたほうがいいのか。毎年同じこ

とを繰り返されているような気がしてならないものですから、ちょっとそれを聞かせて

いただきたいと思います。 

 ごめんなさい、テレワークは総合政策部だね。それ、抜きます。失礼しました。 

 ページを忘れちゃったな。中心市街地活性化事業の中のイルミネーション、中部５市

２町の連携事業、それなんですけれども、1,000万円の予算になっているんですが、こ

れは他市町が同額なのか。当初、これは藤枝と焼津市の広域で始まった事業ですよね。

今それが５市２町になったんですが、他市がこのイルミ予算に対して同額なのか。藤枝

の予算はどれくらいかというのを把握しているかどうか。これは果たして皆さんの評価

で正直なところを教えてもらいたいんですけど、焼津市がこの金額をかけてよそと比べ

てどうなのかというところなんかがあったら聞かせていただきたいと思います。 

 次、154ページ、産業立地の関係なんですが、進出してきてくれる企業に対しての土

地の取得費とか、雇用に関して地元の雇用をやってくれると、それに対して１人頭50万

円とかと書いてあるんですが、ずばり聞きます。場外舟券売り場、対象になりますか。 

 次、156ページ、販路拡大のところで海外とか他県に行って活動をやっていただける

という中のジェトロの部分ですね。昨年は香港でやったんでしたか。それについての費

用がどれぐらいかかったのか。これは県の関係なんかも全部出てくるものだから、補助

金がわからないんですが、その効果と現状を把握しているかどうか。 

 同じところで、今度は創業支援の関係です。これ、減額になっているんですけれども、

その理由を知りたいです。 

 同じページで観光施設の関係も1,000万円ほど減額になっていますが、そこの理由を

知りたいです。 

 同じページでもっと下になりますけど、地域資源をというのがありますね、156ペー

ジの。地域資源を活かしたという。ここのところ、全部新規の事業で出ているんですが、

今の説明の中で花火大会以外に花火を上げていくとかと言ったんですけれども、それぞ

れについてもう少し詳しく御説明いただければと思うんですが、以上、お願いいたしま

す。 

○久保山農政課長 それでは、最初に歳入の部分になります。 

 治山事業の交付基準についてということでございます。治山事業の中でも県が行う県

営事業、市が行うものがありますけれども、この場合は県から補助を受けてということ

になっています。採択のほうの基準が１カ所80万円以上で、守る住宅が２戸以上という

ことになっておりますので、現場は高崎地区の高崎不動尊の上のほうののり面補修とい
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うことですけれども、工事費に対して60％の補助ということでございます。 

 次の農地・水・環境保全の交付基準についてですけれども、それこそ農地の維持支払

いということで、草刈りとかを行うもの、それから、花とかをちょっとまいて環境保全

に使う共同活動、あと、地元がどうしてもここは市のほうでは工事できないんだけれど

も、少し自分たちでもやってみたいというような長寿命化というもの、あわせて、農地

の青地面積に対する交付金でありまして、国が50％、県が25％、市が25％ということで、

共同活動を支援する事業に対する交付金で４分の３、75％が県を通して入ってくるとい

うものでございます。 

 次の鳥獣被害防止総合対策事業費でございますけれども、何頭までということですけ

れども、市のほうでは鳥獣被害防止計画というのをつくっていまして、現在はイノシシ

で150頭を捕獲するまで一応計画をしております。その中では、最近の状況ですけれど

も、鹿とかの目撃情報もありまして、鹿についても組み込んだ形、あと、アナグマとい

うのもかなり農地に対する被害が出ているという情報をつかんでいますので、それも組

み込んだ形で計画をしております。 

 次に、鳥獣保護対策費との違いは何かということでございますけれども、これについ

ては捕獲の上の対策費のほうは、鳥獣保護対策費の主なものですけれども、イノシシを

捕獲した奨励金、それと、最近の事情ですけれども、なかなか捕獲をする猟友会が高齢

化をしてきているものですから、来年から少し方向の見直しではないんですけれども、

強化するという形で地元の方にわなの免許取得のための補助というのも考えてございま

す。そのための費用を入れてあります。それと、最も高齢化というのでこれからどうし

ていくかというのがありますけれども、処分先となる基本調査を少し実施するというこ

とで、そういう費用を入れてございます。 

 経営体の減額の主な理由は何かということでございます。昨年までは人・農地プラン

といいまして、地域を支える担い手を中心として農業機械の要望があれば、これは国の

事業なんです。国の事業で採択される項目ごとのポイントがありまして、それを積み上

げて国のほうに申請をするという事業なんですけれども、昨年までは要望があれば全て

の案件について国、県に対して要望しておりました。ただ、これが今、事情でいいます

と、プラス農地中間管理事業というものの実績ポイントというのが傾斜配分を予算にさ

れるような形になっていまして、どうしてもお茶が多い静岡県は採択ポイントがプラス

の加算がいただけないということで、焼津市にとっても農家経営、プロの農家さんにと

っても厳しい状況が続いておりまして、なかなか上げても採択できないものですから、

今後、絞ってというのはあれなんですけれども、点数がかなり見込める農業者さんを選

んで申請していくということで、見た目は減額という形になっておりますが、その分は

しっかり支援をさせていただきたいと思っております。今年度も一応、採択が１件しか

なかったものですから、後に補正予算のほうで減額させていただきますけれども、今は

そういうような状況であります。 

 高草山、委員がおっしゃるとおり、どういう評価をしているのということでございま

すけれども、農地としての利用については依然少し厳しい状況で、私のほうもコウバナ、

シキミなども需要があるよということで、そんな農業もあり得るということでいろいろ

相談したり協議したりはしていますが、依然として厳しい状況です。検討会は各種事業
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とか、あと、農道の維持管理の情報提供だったり、地元の意見を聞く場となっています

けれども、ここはおっしゃるとおり、検討会の内容を少し見直ししなければいけないと

いうように思っております。その意味で少し、名前ばかり変えているということなんで

すけれども、交流の里づくりということでもう一度検討させていただきたいと思います。

昨年、農地、荒れている茶畑を原野というか、山林に変えるということで、非農地化と

いうのをさせてもらって、今年度も今15自治会が管理をしているものですから、近く、

もみじとか、紅葉する樹木を植えるということを聞いていますので、しっかり協力して、

それも少したてば里山に対するモデル的な事業として検証できるというふうに私のほう

は思っていますので、しっかり検討していきたいと思っております。 

 以上です。 

○織原商業・産業政策課長 それでは、商業・産業政策課関連の御質問についてお答えを

いたします。 

 まず、勤労者住宅貸付金の関係でございますが、まず、88ページのほうの歳入と144

ページの歳出の関係では、こちらは同じ勤労者住宅貸付基金のほうで歳出のほうで一旦

労金に貸し付けて、年度末に貸し付けたお金を歳入として返すものですから、金額は同

じになっております。歳入と歳出はその関係になっておりまして、その中身でございま

すが、住宅のほうにつきましては、ことしの予算額としましては過年度分が305件、来

年度新規に借りると思われる額として42件、そちらを想定しております。これは住宅の

ほうの融資の関係でございます。あと、教育の資金でございますが、過年度分が127件、

新規が17件を見込んで予算を立てております。その形になります。 

 次がサンライフの関係でございます。サンライフの関係がふえている理由でございま

すが、11月定例会のときにサンライフ焼津の指定管理者のほうの審議をしていただいた

と思いますが、来年度というか、この４月からサンライフ焼津の指定管理者が基本的に

は新たな５年目に入ります。それに伴いまして、昨年度、選定を行いました。その条件

としまして、トレーニング機器が古くなっているものですから、大分壊れているとか、

使っている皆様からも新規にしてくれという要望があったものですから、そちらをこの

機会に全て更新をするという条件をつけて募集をしました。その中で結果としてはたま

たま今やっておりますところが出してきましたが、当然、機械を更新するということで、

その分の経費が高くなっております。そういったことで去年よりは高いですが、当然、

機械が新しくなりますので、その辺は我々のほうとしてはそういう条件でやっています

ので、その分を金額的には来年度からはちょっと高くなりますけど、機械がよくなりま

すので、市民の皆さんの要望にお応えする形になるというふうに考えております。 

 次に、中心市街地のイルミネーションの件、多分、154ページの中心市街地のにぎわ

い創出事業、中部５市２町の連携事業で行う分でございますが、まず、1,000万円とい

うことで、これをもらってイルミネーションをやっているのが静岡市、藤枝市、島田市、

焼津市の４市でございます。４市は同じ1,000万円でやっております。ただ、これは中

部５市２町の連携事業という形の予算でやっているのがこの1,000万円でございます。

それに伴いまして、藤枝市の場合はそれ以外に民間の企業からお金をいただいて、ちょ

っと金額はわかりませんが、事業費の予算は知りませんけど、かなりお金を使ってやっ

ていると聞いておりますので、静岡、焼津、藤枝、島田、それぞれが若干違う形にはな
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っております。多分、焼津と島田だけは1,000万円の予算でやっていますので、その範

囲内で精いっぱい頑張ってやっているというふうに私のほうはそう理解しておりますが、

藤枝が非常にというか、わからないんですけど、民間のほうのお金を使っておりますの

でちょっと差が出ているというのは承知をしているところでございます。 

 次に、産業立地の補助金の関係でございます。産業立地の補助金については、市内に

工場等を設置する事業者が対象となります。工場等という中では、正確に言うと、日本

標準作業分類に掲げる分類という形になるんですけど、製造業とか、そういった形のい

わゆる工場になります。それと、あと、研究所も対象とはなります。そういった中で見

ていく場合について、舟券売り場は対象とはなりません。 

 次にジェトロの関係でございます。ジェトロへの負担金は34万7,000円は焼津市とし

ては払っております。34万7,000円をジェトロへお支払いするということでこの予算に

は入れてあります。ジェトロにつきましては、定例的に香港で日本の企業が出てやって

いるんですが、その他、セミナーとか商談会とかを、それはジェトロ静岡のほうでやっ

ていただいているんですけど、こちらは中東部がジェトロ静岡の担当で、西部は浜松の

担当なんですけど、そちらの市町で交代でやっているものですから、セミナーを焼津で

やっていただいたり、近くの静岡でやっていただいたりとか、あとは海外のバイヤーさ

んを呼んで商談会も、これはことしはなかったんですけど、去年は焼津でバイヤーさん

を呼んで商談会をやるとか、そういったことでこの地域のためにいろいろやってくれて

いるものですから、その負担金としてお払いをしております。ただ、先ほど言った香港

のほうの内容については、あれはたしかジェトロとしてやっているものですから詳しい

のはわからないんですけど、ただ、焼津市の方も参加はしたりしているものですから、

焼津市の企業が外国へ打って出るには非常にいい取り組みをしていただいておりますの

で、その分を負担金として支払っているという状況でございます。 

 あと、創業支援事業の減額の理由でございますが、予算に関する説明資料の125、126

ページを見ていただきたいんですが、125、126ページの一番上になります。こちらに創

業・事業承継支援事業の前年度と今年度が書いてあると思うんですが、大きく変わって

いるのが上から３つ目の地方創生の関係でございます。地方創生につきましては、焼津

市としての枠がある以上、本年度は最終年度になるものですから、残りの枠で、地方創

生のお金を使えるのはこれしかないということで、700万円に減額をしてセミナー等を

やっていきたいというふうに考えております。前年度の差額が900万円ぐらいあるんで

すが、やれないものはやめまして、セミナーはやります。それと、あと、一番上に単費

でやる創業・事業承継経費でございますが、去年の約400万円がことしは700万円になっ

ておりますので、やれなくなった部分についてはここで単費で約300万円ぐらいは拾っ

ておりますが、全部はやり切れないということで全体としては減、それと、あと、一番

下にある利子補給制度については新たにやりましたが、これは68万8,000円ですのでそ

れほど大きい事業ではないんですが、そういった中でバランスをとりながらやっており

ます。ですので、減の主な理由は地方創生の枠が目いっぱいになってしまったもので、

その減額分が単費で若干は見ていますけど、全部は見切れていないと、そういう状況で

ございます。 

 以上でございます。 
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○伊藤観光振興課長 私のほうから観光関係の御質問にお答えさせていただきます。 

 まず、観光施設のほうの観光施設維持管理費の減額の理由でございますが、今年度、

浜当目の駐車場、それから、花沢の里の駐車場の整備という工事費で大きなものがござ

いました。もうそれは完了してしまったものですから、来年度は工事費の減額になって

おるということでございます。その他、観光施設の維持管理費のほうは本年度並みとい

うことでございます。 

 それから、２点目の地域資源を活かした観光推進事業費で海の活用魅力発信事業費で

ございますが、こちらの事業につきましては、イベントをボリュームアップして観光客

の滞在時間をふやして、それから、交流人口を拡大していくという目的を持ちましてや

る事業でございまして、焼津の海上花火大会というのが非常に評判がよろしゅうござい

まして、かなり海を使って盛大にやるということでございますので、そういった海と花

火を活かしながらイベントの折にやらせていただきたいなという事業でございます。 

 今、夏は海上花火大会という大きな花火大会があるんですけれども、春と秋と冬のイ

ベントのときに、夜間ですけれども、そんなに長い時間じゃないんですけれども、上げ

させていただいて、またこれが評判といいますか、評価が高くなればまた皆さんが焼津

へお越しいただくということで、そういうふうな考えを持ちましてこの春から季節ごと

にやらせていただきたいなという事業でございます。 

 以上でございます。 

○杉﨑分科会員 ありがとうございました。 

 それじゃ、もう少し今のを聞きたいんですが、順番がちょっと自分でもわからなくな

った。歳入のほうの草刈りとか、花とか、環境と言ったのだね。農地・水・環境の件な

んですけれども、こういうのは焼津市として県に申請するか、国に申請をする形をとっ

ているのか。大体、作付面積とか、そういうことから見て適当に振り分けられてくるの

か、その辺だけ教えてください。 

 それと、順番はいいですか、ちょっと乱れちゃうけど、サンライフの関係なんだけれ

ども、指定管理料の関係で増額になったよと。設備費をそうして負担をかけるというの

は、市のほうでその分はやるんじゃなくて、指定管理料の中に含んで、要するに指定管

理になった先がその工事費を持つという解釈でよろしいんですね。それ、確認です。 

 鳥獣被害の関係のところなんですが、イノシシは150頭を一応上限にしているという

話だったんですけれども、ぴったり150頭ということはなかなか難しくて、昨年、おと

としもあったんですが、仕掛けをしてあると一度に上限に近くなっている状態のときに

例えば150頭のときに２頭入ったら151頭になっちゃったよ。１頭余分になりますよね。

そういう対応はどうなっているのか。要は150頭というのは目安なのか。若干そうやっ

て入ってしまったら、それを許容しているのかどうか。今、アナグマとニホンカモシカ

の関係があったんですが、鹿の関係が。それは頭数の上限というのはつけていないんで

すかということ、確認です。 

 ジェトロのところの例の販路拡大のところなんですが、私が言ったわけじゃないんで

すけれども、そこに出店したり、見た人間から聴取しますと、非常にブースが、よその

国も出ているわけですよね。もちろん県もいるんだけど、見ばえが悪いと。ここの話で

言いにくいんですけれども、語学力の問題とか、そういう問題じゃなくて、もうブース
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自体がよそと比べてちょっと見劣りするんじゃないという声を聞きました。市のほうも

そういうところの出張というか、視察のお金というのはかけにくいんでしょうけれども、

現実に世界に打って出る、よそに打って出るんだったら、市役所としてもやっぱりそう

いうところへ行って現場を見てくることも大事だと思うんですよ。そういう予算も入れ

てもいいんじゃないかなと私は思うものだから、そういう意味で支援的な意味でもうち

ょっとしっかりやっていただきたいという気持ちを持って質問させていただきました。 

 創業支援の関係で減額理由、地方創生絡みで最終が来ているものだからという話だっ

たんですが、要は起業家とか、創業に関する人の数が減ってきたという解釈じゃなくて、

ただ単純に費用的なそういう問題でいくものだから、そのセミナーで効果を果たせば創

業支援につながるとか、起業の数をふやすことができるという頭でいらっしゃるのかど

うか、そこの確認でちょっと聞かせていただきます。 

 それと、もう一つ、花火大会というので春と秋と冬、これは大変いいことだと思うん

ですが、この近くで熱海がやっていますよね、年がら年中、花火を。今、現実に夏の花

火も物すごい人気があって大勢の人が来てくれるのはありがたいんだけれども、一時期

のピークの上がっていた花火の数、かかっている時間を考えると、時間は縮小されて花

火の数は減ってきている。打ち上げのペースは非常に細かくなってずっと上がっている

からにぎやかしにはいいんだけれども、そういうことを考えて、しかも企業からの協賛

を募らないとなかなか花火って上がらないものですから、それをただ期間の数だけをふ

やしていくとそれぞれの規模が縮小したものになって、果たしてそれがアピールにつな

がるかどうかということがあるものだから、本当にここは研究してやっていただきたい

です。この近くで磐田あたりがやっているのが２万から３万くらいと言いましたか。そ

んなものじゃないか。相当の数、人間はもっと来ていましたっけ。花火の数が違う。静

岡も安倍川もやっているということもあるものですから、その花火も特色を持たせた花

火であるとか、そのときにほかのイベントという言い方はおかしいんですが、焼津が食

で打っていくんだったら、そこに関する、当然考えてくれると思うんだけれども、それ

と並行した昼間から人を呼んでくる食に絡める。先ほど言いましたよね、滞在時間を長

くしたいと。それを本当に真剣にやっていくとなると、花火という頭じゃなくて、もっ

と広く頭の中で結果として花火があったよというような形にしていただけたらなと思い

ますので、その点、ひとつお願いいたします。 

 もう一つ、イルミネーション、これは焼津も一番最初始めたときに800万円ですか、

ちょっと覚えがない、多分そのくらいだったと思うんですが、民間に話をして、大した

ものじゃないと言ったら悪いけど、余りお金がもらえないものだから、一つ一つつくり

ました、下へ企業名が入って。駅前の何ロードというのか、２階の。ああいうのをやっ

ていたものですから、もし本気でこれをまだ続けるつもりなら、それくらいのつもりで

やらないと、今のままだと、自分が焼津市にいて情けないんですが、ちょっとあれじゃ

見劣りする気がします、1,000万円というお金の中では。なので、やるんだったらよそ

との協力を少しいただく方向で考えるか、いっそのこと費用をほとんどかけない、半分

以下にしちゃって民間の人たちに全部つくってもらうという方向転換をばっとやっちゃ

ってもいいのかなと思ったものですからこれを聞きました。その点、また何か考えがあ

ったら教えてください。 
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 以上です。 

○久保山農政課長 最初に、農地・水・環境保全事業の申請というか、やり方ということ

なんですけれども、これにつきましては、農家に集中していた水路の清掃とか、そうい

ったものを地域でバックアップしていきますよという事業でございますので、まずは地

域のほうでどんな組織をつくって、どこを守っていくんだという計画というか、ざっく

りした計画をつくっていただくということで、それが決まりましたら県のほうに私ども

のほうで申請をして、県が県内を全て取りまとめて国へ申請していくという事業でござ

います。今まで管理がどうしても市役所のほうに、水路とかというのを地域でも率先し

てやるということで、この事業については私どももできればやってほしいということで

進めておりますけれども、どうしても地域の組織づくりというところで少し二の足を踏

むというか、代表が誰になるかとか、そこら辺がちょっと大変なところですけれども、

そういった事業でございます。 

 次に、防止計画、150頭を限度ということなんですけど、限度ではなく、計画が一応

150頭ということにしておりますけれども、昨年度も70頭から計画を変更してやってい

ますので、その近くになれば計画を変更できるということで御理解をいただきたいと思

います。昨年が123頭を捕獲したんですが、ことしも109頭、今現在、捕獲しております

けれども、計画は150頭を一応計画ということで進めております。アナグマは計画上は

20頭、鹿については５頭を計画の中に組み込んでおります。 

 以上です。 

○織原商業・産業政策課長 それでは、私のほうから、まずはサンライフの関係でござい

ますが、トレーニング機器の更新でございますが、この考え方は別に決まっているわけ

ではございません。市で買って備品を貸与する形もとれますし、指定管理者にやらせる

という方法があるんですが、我々の考えとしては、トレーニング機器というのはかなり

壊れやすいとか、常に新しいものが出るものですから、壊れてもすぐ修理がきくとか、

極論を言えば、取りかえがきくという意味では民間主導でやらせたほうが例えば使えな

い期間か短くて済む。市でやった場合ですと入札なんかもかけたりするので非常に時間

がかかってしまいますので、民間のほうがそういったところがいいということで、サン

ライフにつきましてはトレーニング機器は指定管理者がそろえてやるという形をとって

おります。これは決まっているわけではなく、施設ごとの考えでいいということになっ

ております。 

 次に、ジェトロのほうでございますが、私のほうも当然海外のほうは行ったことがな

いもので状況はよくわかっておりませんが、ジェトロのほうにはまたその辺のことを会

う機会があったときに相談をさせてもらいますし、確かにそういうのを見る機会を持つ

べきだというふうに思いますので、またこの辺は予算のほうを計上しますが、財政が海

外まで許してくれるかどうかわかりませんけど、一応そういう形をとりたいと思ってお

ります。 

 次に、創業の関係でございますが、減額している部分につきましては、今、たまご塾

とかセミナーのほうをやっている。これは本当に夢として例えば創業したいとかと思っ

ている人をなるべく後押しするような部分でございます。ただ、こちらももう３年ぐら

いやっていますので、セミナーそのものをたくさんやる必要はないのかなと。３年の間
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に毎年創業を希望する人が20人も30人もいるわけじゃないものですから、そういう意味

からいってその部分は縮小をしまして、継続的にやっていく部分につきましては、商工

会議所と一緒に専門家などを入れて、実際、店を出すんだとかというような人たちへの

専門的な相談とか、あと、融資の関係では開業パワーアップ資金なんかもちゃんと準備

しますので、実際、創業者をする部分については縮小しておりませんので、ぜひそうい

ったところは継続してやっていきたいというふうに考えております。 

 あと、イルミの関係でございますが、民間を使って昔やったという経緯につきまして

なども含めまして、また藤枝の取り組みなども含めまして研究をしていきたいと思いま

すが、我々もなるべく1,000万円というお金も決して低いというか、1,000万円は中部５

市のほうからもらえているものですから、そこら辺でもう少しどうしたら見ばえがいい

というのか、中心市街地へ来る人に喜んでもらえるかを研究するとともに、そういった

民間の活用なども研究させていただきたいと思います。 

 以上でございます。 

○伊藤観光振興課長 花火大会の件、いろいろありがとうございます。夏の花火大会です

けれども、時間的に短くなったということなんですが、最近はコンピューターで上げて

いるものですから、一度にどんどんどんどん上げてしまうものですから１時間という中

で5,000発ということで、その１時間のボリュームは非常に濃くなっているというのが

実情でございます。分散することで夏の花火が規模縮小になっちゃうんじゃないかとい

う御心配ですけど、そうならないように夏は夏できっちり花火大会というものをやらせ

ていただきたいなと思います。 

 それから、先ほども少し申し上げましたけれども、焼津の花火が非常に評判がいいの

は焼津ならではということで特色ある花火を上げていただいているということでござい

ますので、今度のこの事業によって、時間は短いかもしれないですけれども、そういっ

た焼津の港の特性を活かした特徴ある花火を上げていただくようにまた花火師さんと交

渉していきたいなと思っております。イベントを拡充して、昼間だけのイベントじゃな

くて、その方たちが残っていただいてまた夜を楽しんでいただくというような、そうい

うイベントになればいいなというふうに考えておりますので、よろしくお願いします。 

○石田分科会員 ちょっと時間が押していますのであれなんですが、済みません、杉﨑委

員の関連でもう少し突っ込ませていただきたいんですけど、まず、イルミネーションの

ことなんですけれども、先ほどおっしゃったように、1,000万円って本当に貴重なお金

だと思いますし、反対に言うと1,000万円であのくらいなんだと感じてしまうんですけ

ど、実際に点灯式が終わってからあそこの人の流れを何回か駅の周辺に行かせていただ

いたりすると、川のほうもイルミネーションをやっているんですけど、あちらは全然人

がいないんですよね。インスタ映えするといってインスタを撮るところもあるんですけ

ど、最初の点灯式をやって何日かはいるんですけど、その後、誰かいるかというと、ほ

とんど人がいないと思うと、あそこの川にやる必要があるのかなと。それだったら、も

っと玄関口の駅に集中させるとか、もしくは川のほうにやるんだったら、それに関連し

て何か期間限定でそこに夜店、寒いですけど、何かお店を期間限定で出すとか、何かも

う少し、せっかくやってくださっているのにもったいないかなという感じがするので、

その辺の研究をしていただけるとありがたいかなと思うのと、それが１点。 
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 それから、さっき花沢の里の駐車場の整備のお話がございましたけれども、完成はい

つして、全部で駐車場が何台になったのかというのをお伺いしたいんですけど、実は１

カ月前ぐらいに行ったときも駐車場がいっぱいで、車をとめられないで帰ってきたよな

んていう焼津市民の方のお声があったりして、駐車場が完了しているということであれ

ば、それが何台とまっているのかなということをお伺いしたいのと、あとは予算書の

102ページの企画費の中の、これは総合政策部のほうも所管していると思うんですけど、

地域おこし協力隊の整備事業費のこの２名なんですけど、男性と女性と１人ずついて、

田中さんのほうの動きというのは、やいづライフと、あと、インスタとかフェイスブッ

クをかなり上げていらっしゃるものですから、どんな動きをしていらっしゃるかが私自

身もわかってはいるんですけど、女性のほうの動きがどんなことをやっていらっしゃる

のかが、私がただインスタとかフェイスブックでお友達になっていないだけなのかもし

れないんですが、その辺がどんな動きをしていて、２人が何か関連性を持ってやってい

らっしゃるのか、その辺のお話をお伺いしたいのと、あともう一つにします。154ペー

ジの商工業振興費の中の真ん中あたりのインフォメーション設置運営事業費、これは前

回のときも私はお伺いしたんですけど、今回150万円ほど金額がアップしているんです

けど、何かいい方向に、インフォメーションが充実された方向に進んでいるのかどうな

のか、その辺の詳しいところをお伺いしたいと思います。お願いいたします。 

○織原商業・産業政策課長 私のほうから、まず、イルミネーションの件でございますが、

確かにオープニングがちょうどおいべっさんのときということで、あれから年末にかけ

ましては飲み会等でにぎわっているけど、その後ちょっと減るということは私も時々確

認をしていますが、ほかの都市と違いを出すと、焼津駅前にちょうど小石川があって、

あれもいいという人もいるものですからことしはやらせてもらいましたけど、来年度に

向けましては、両委員からの御指摘もありますので、いかにその1,000万円をうまく使

ってやるかということで研究させていただきたいと思います。 

○伊藤観光振興課長 まず、花沢の駐車場の関係でございますが、完成のほうが12月末で、

検査を受けたのが１月でございます。台数でございますが、普通車が119台で大型バス

が２台ということでございます。来ていただいた方がいっぱいで帰られたということな

んですけど、最近非常にＰＲ効果かどうか知らないんですけれども、訪れる人が多くな

りまして、ふだん土日ですとかなり人が入っているということでございます。駐車場に

つきましても、駐車場を借りていたり、あの場所を借りていたりするものですから、周

辺をふやすということはなかなか難しいというのがございまして、今整備してこれぐら

い確保しているということでございます。また、今後、不都合がありましたら何か対策

を考えていかなくちゃならないかなとは思っております。 

 それから、地域おこし協力隊の方でございますが、女性の方でございますが、観光の

にぎわい創出、そういったこと、それから、交流人口の拡大、定住人口へ結びつけると

いうことでございまして、政策企画のほうにいらっしゃる方と最後の定住人口の拡大に

まで結びつけるということで情報交換はしていただいております。 

 それから、私どものほうに来ていただいている方につきましては、現在、得意分野が

釣りとか料理ということでございまして、今、高校生と大学生のグループをつくりまし

て、釣りを通じて環境保全とか、あるいはイベント等のにぎわいのための人材育成とい
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いますか、そういったことで活動していただいていて、御本人もちょっと今年度は難し

いとは思うんですけれども、来年度以降、釣りに関したイベントをやりたいということ

で今御提案をいただいているところでございます。 

 それから、インフォメーションでございますが、今年度の６月から始めまして今ほぼ

毎日人がつきましてやらせていただいているところでございます。平日と休日と若干来

る方の人数は変わるとは思うんですけれども、１日平均で大体20人くらいが訪れている

と聞いております。その中には外国の方もいらっしゃるということでございます。主に

行き先の御案内だとかいうことでございまして、来ていただいた方にはパンフレット等

で時間、イベント等のお知らせもしていただいているというような状況でございます。

そういうことで人が毎日いるということでございまして、その人件費がふえているとい

うことでございます。よろしくお願いします。 

○池谷分科会員 ３点ほどお聞きします。 

 148ページのまずはジャンボタニシの食害についてなんですけど、予算のほうは前年

度と同じなんですけど、ジャンボタニシ、考えてみると自分が高校生ぐらいのときから

かなり食害がということで研究等が進められてきたと思うんですけど、最近の傾向につ

いて、数がふえているのか、減っているのか、その辺についてお聞きします。 

 次が販路拡大事業、156ページのところで杉﨑委員のほうからも幾つか質問があった

んですけど、結果、いろんなイベント等で販路拡大がどれぐらいふえているか。商売が

成り立っているかという数の反応ですね、そこだけ少しお聞きします。 

 次がそのまま同じ、産業立地促進事業、ページ数がちょっとあれですけど、済みませ

ん。そこで、市外から来る企業に対してはわかるんですけど、市内にいる企業で今ある

場所から事業をもっと拡大していきたよという場合に土地が狭いと。市外へ出ればある

と、そういう土地が。でも、市内ではそういう土地がなかなかと厳しいときに相談とか、

補助とかという部分が今どうなっているのかというのだけ教えてください。 

 以上です。 

○久保山農政課長 ジャンボタニシの状況はどうかということでございます。ジャンボタ

ニシの状況なんですけれども、食害と、これは生息の密度を下げるということも効果の

１つとしてあるものですから、ＪＡが行っている補助に対して、その２分の１を市のほ

うでも補助していきますよということです。 

 最近の状況はどうかということですけれども、ＪＡのほうの報告では若干被害は減り

つつあるということなんですけれども、それは一緒にこういった薬剤を提供しているこ

とによって減っているのか、その辺の分析がまだ少し市のほうとしても足りないところ

があると思いますので、引き続き少しその辺の検証もしっかり来年以降やっていきたい

と思いますけれども、やらなければ密度自体はどんどんふえていくだけなので、しっか

りと今後はうちのほうでも協力しながらやっていきたいと思っていますので、よろしく

お願いします。 

○織原商業・産業政策課長 私のほうから、まず、販路拡大のことでございますが、販路

拡大につきましては、みずから展示会や見本市へ出した場合にその出店料等を補助する

事業と、あと、東京のほうでバイヤーさんを呼んで、これは静岡市等と一緒にやってい

るんですけど、そこに出店をしてバイヤーさんと交渉するという事業が販路拡大の中の
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主なもの、あと、先ほど言った海外向けのジェトロの事業があるんですが、販路拡大に

つきましては、展示会、見本市での商談件数ということで、平成28年度が858件の商談

をしたということで報告があります、補助事業でですね。ちなみに、ちょっと古いやつ

で平成26年がたまたま手元にあったんですが、これが707でございますので、単年度で

ございますが、それでも858ということでふえているので、こういった事業でいろんな

ところへ出ていただいてやってもらうということで、ちょっと成果までは、それが実際

の販売につながったところまでは報告がないんですけど、ただ、商談の数はふえており

ますので、順調にいっていますので、こちらの事業につきましては継続してやっていき

たいというふうに思っております。 

 次に、産業立地の関係でございますが、今、実際に焼津市でやっている方でも新たな

土地を購入していただければもともとの補助の対象とはなりますので、これは市外から

移ろうが焼津市内の方が新たな土地を求めて拡張するとか、隣接地を買っていただいて

もいいんですけど、拡張するということについては補助の対象となりますので、これは

市内、市外を問わず全く同じ条件でやっております。 

 あと、問題は多分、実際にその土地があるのかどうかということでございますが、今、

焼津市のほうは工業団地等を持っておりません。ちょっと前に和田のほうの水産加工団

地を、古いほうじゃない、こちらの手前が、どちらなんですかね、新しくつくったとこ

ろが……。 

○渋谷分科会員 水産パークのところでしょう。 

○織原商業・産業政策課長 そうです。水産パークヤイヅをつくってからはしばらく開発

していないものですから、ちょっとそういった要請に、なかなか今ある既存のあいてい

る土地でというところがあれば紹介をしている形になるんですけど、今後ですけど、企

画が今ちょっと中心になっておりますけど、スマートインター周辺については今後そう

いう方向でやっていくということで、まだいろんな問題があってすぐにはできないんで

すけど、そういったところで企画と一緒にスマートインターの関係のあたりをまたそう

いった土地利用ができるようになった段階で紹介していきたいと思います。今、相談に

は常に乗っておりますので、何かそういう話があればうちのほうへ来ていただいて、御

紹介できる案件、あるいは補助金についても詳しく説明しておりますので、そういう形

で対応させていただきたいと思います。 

○池谷分科会員 ありがとうございました。 

 最後に、今の企業の案件なんかについてのフォローと、あと、ＢＣＰの件数がちょっ

と今伸び悩んでいるというか、予算もそこそこ少額な予算にしても、商工会議所とか、

商工会とか、小まめに告知はしているんですけど、ちょっと温度が下がってきているか

なという部分もありますので、できればそういった何もないときの備えという部分には

予算というのはしっかりつけていっていただきたいなと思いますので、今後もよろしく

お願いします。 

 以上です。 

○鈴木（功）副分科会長 質疑・意見を打ち切り、討論を許す。（なし） 

 

◇採決の結果、議第１号「平成30年度焼津市一般会計予算案」中、経済産業部所管部分は
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全会一致、原案のとおり可決すべきものと決定 

 

○鈴木（功）副分科会長 以上で経済産業部所管の議案の審査は終了した。 

閉会（１０：３０） 

 

開会（１１：００） 

○鈴木（功）副分科会長 会議を再開する。 

 水産部所管の議案の審査に入る。 

 議第１号「平成30年度焼津市一般会計予算案」中、水産部所管部分を議題とし、当局

の説明を求める。 

（当局説明） 

 

○鈴木（功）副分科会長 当局の説明に対し質疑・意見のある分科会員の発言を許す。 

○杉﨑分科会員 ２点お聞きします。 

 こちらの予算書のほうのページで150ページ、水産都市というので水産都市やいづ共

創事業費1,600万円なんですけれども、大井川のほうに力を入れてやりたいということ

なんかにサクラエビを全面に出したモニュメントというんですか、その予算とどこに設

置するのかというのと、モニュメント自体はちょっと疑問視しているので、まあ、いい

けど、それをちょっと聞かせてください。 

 次の152ページですが、小川港でやっているさば祭りの関係で認知度と消費拡大とい

うことでやっていらっしゃるんですけれども、認知度は本当にどんどん広がっていって

物すごい今人気になっているんですけれども、去年あたりもサバも大分とれなかったり

したんですが、消費の拡大というところで何か市のほうでデータ化されたものを持って

いるのかどうか。そうすれば、投資しているお金が産業にどのぐらい影響を及ぼしたと

いうか、そんなところが数字的にわかれば教えていただきたいと思います。 

○東出水産振興課長 まず、水産都市やいづ共創事業費の中の大井川港漁協のモニュメン

トの関係ですけれども、予算としましては50万円を計上してございます。内容的には、

場所は大井川港漁協の建物の入り口に植栽があるんですけれども、その中にモニュメン

トといいますか、プレートを設置するように考えております。縦が67センチの横が35セ

ンチで幅が30センチぐらいのものなんですけれども、物は御影石で、そこの真ん中にプ

レートをはめ込んで、そこに大井川港のサクラエビの漁のますますの発展を祈念するよ

うな文面を入れて設置するような予定でございます。なお、４月29日、毎年、大井川港

朝市を開催されておりますので、その席でプレートのお披露目をやる方向で今話を進め

てございます。 

 それと、さば祭りに関連しての消費拡大についてでございますが、数字的なものは実

際どれだけというのは、済みません、私のほうで把握はしていませんけれども、小川漁

協ではサバを使った新商品、サバの干物、みそ漬け、そして、磯自慢を使ったかす漬け

ですね。それとあわせて、昨年からさばチキンという新しい商品をつくって販売開始し

ております。平成29年度、今年度の当初に青峰公園でさばマルシェというものも開催を

しまして、その席で新しいさばチキンも含めての商品のＰＲも行ったところでございま
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す。このときには約1,500人ほど参加者があったということで、出店も食べ物だけに限

らず、サバに関連したお店が全部で約20店舗弱ですか、出店されたということで、その

ときにはＰＲ効果はあったよというふうに伺っております。また、このサバ商品につき

ましては、焼津市のふるさと納税のほうでも出しておりまして、そちらでも好評を得て

いるというふうには報告は受けております。 

 以上でございます。 

○杉﨑分科会員 効果があることは非常にいいことだなと思います。商品開発の関係で、

今言ったのに加えて、水産高校が開発した灰干サバなんかも若干静岡あたりで人気で出

てきたりしているようですので、今私が言ったのは、大井川の例のサクラエビと丼のが

やりますよね、ワンコイン。ああいうのもそうなんだけれども、イベントでせっかくや

るものだから、今度はこういったお店へ行ったらこういうのが食べられますよとあそこ

に宣伝してあると、そうすると、個人商店を市で応援するわけにいかないものだから、

主催者側としてそういうものを全面に出していく。サバだったらこういうところで買え

ますよ。こういうものはここにありますよというのをもう少し明確になるといいなと思

うものだから、そういうのを市のほうで補助金を出しますよ、でも、そういうこともや

ってみてくださいよという提案でひとつお願いできたらと思います。うまくデータ化し

て市でも持てるような形がとれればなと。お願いいたします。ありがとうございます。 

○池谷分科会員 杉﨑委員と一部重なるところもありますけど、よろしくお願いします。 

 まずは150ページのサクラエビの先ほどのモニュメントなんですけど、先ほど、祈願

をする御影石のモニュメントという話なんですけど、サクラエビロードというんですか、

道路の名称についても一部お話があったりとかする中で、あの道路自体がどこまで話題

を持っていくかで人の入り口が決まってくると思うんですけど、市内と市外というんで

すか、焼津、藤枝、島田というんですか、志太中央幹線あたりまで延ばしていくような

話はあるのかないのかというのと、あと、これもですけど、150ページで水産物の輸出

についてというので、先ほど経済産業部のほうでもお話がちょっとあったんですけど、

海外へ持っていくという場合に水産物のほうで効果というか、今までどれぐらいそうい

うものに関して出店して効果があったかというところを評価いただきたいなと思います。 

 あと、152ページの深層水ミュージアム、これは毎年なんですけど、年間当たりの利

用者、１階もそうですけど、２階の会議室も含めて、私たちもよく利用させてもらうん

ですけど、それ以外のどういった形の団体の方たちが、個人なのか、団体が利用されて

いるかというのを教えていただきたいのと、最後、うみえーるなんですけど、今入って

いる事業者の皆さんの経営状況、要はお客さんがたくさん入っているか、ぎりぎりで今

営業しているのかというのをわかる範囲でいいので教えてください。 

○東出水産振興課長 まず、桜えび通りの関係なんですけれども、愛称をつける道路の区

間なんですけれども、一番海側でいいますと県道焼津大井川港線ですか、そちらから西

へ向かって主要地方道焼津榛原線までの区間を愛称とするというふうに聞いております。

御意見としてはもうちょっと長くというような意見もあったようですけれども、私が聞

いているのは焼津榛原線から大井川港線までということで伺っております。 

 それと、輸出に関することですけれども、平成29年度、今年度は市の補助事業として

上海で行われたアジア食品配料中国展というのがございまして、そちらのほうで１社、
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市内のカツオブシ業者が出展をしました。これに対しまして出展料ですとか小間の装飾

料、また、通訳費等を補助したところでございます。補助率としては２分の１で、上限

が25万円ということで25万円の補助をいたしました。このときに商談件数としては30件

商談件数があったということで報告を受けております。 

 また、これとあわせて、来年度なんですけれども、衛生管理の向上、またはＨＡＣＣ

Ｐの導入を目指す水産加工業者を対象に品質や衛生管理の専門家を派遣する際の費用の

一部を補助するということで予算を計上してありますけれども、なかなか今、国内で販

路が拡大していかない、縮小しているという中で、これからは当然輸出も含めて海外へ

視野を広げることが重要となってきます。そのときに必ず問題視されるのが衛生管理に

なりますので、まずそこのところを市内の加工業者の皆様にも意識を持ってもらうとい

うところで、市、または水産振興会とも協力をしてこれまでいろんな研修会等を実施し

てきておりましたが、そこから一歩踏み込んで、実際、そういった衛生管理をやるには

どうしたらいいかと、現地指導もこれから必要になるねということで、そういった予算

も計上させていただきました。 

 以上でございます。 

○小梁漁港環境課長 まず、ミュージアムの件ですが、年間利用者数、平成28年度の実績

は１年間で１万7,462人に対しまして、今年度は、平成29年度は２月末時点で１万9,061

人と増加しております。この理由は、大井川漁協様にお手伝いいただきまして、生きた

サクラエビを漁の期間、何回か展示をさせていただきました。やはりなかなか長生きさ

せるのは難しくて、１週間くらいは何とか見せられるんですが、そういった事業を行っ

たこと、あとはホテルへのパンフレットを積極的に配布して、ぜひ港へ来たらお寄りく

ださいというようなＰＲを強化したことが実績としてアップしたのかなと考えておりま

す。 

 あと、２階の会議室につきまして、重立った利用としては水産団体が会議等で使って

おります。あと、最近ふえてきているのが福祉団体が港を見に来まして、休憩場所とし

て２階を食事場所とかそういったので使う場合があります。市の視察対応をする場合も

あそこの屋上へ出て晴れていると説明すると早いものですから、港が一望できるもので

すから、そういった利用をしております。なかなか回転率は高いほうだと考えておりま

す。 

 あと、うみえーる焼津のお話なんですが、平成28年度は12万3,344人が実際に店舗と

かお店でお買い上げいただきました。ですので、来た人数は恐らく20万近くは来ている

と思うんですが、今年度の見込みなんですが、平成29年12月末で９万3,500人ほどです。

それで、３月までの見通しとしては例年どおり12万くらいは行くと見込んでおります。 

 それで、中に入っている店舗なんですが、具体的な金額は言えませんが、決して赤字

だらけではないと。ちょっとは浮いているようなお話を聞いております。 

 以上です。 

○池谷分科会員 ありがとうございました。 

 サクラエビロードというか、道のことに関してはいろんな方からの質問が最近多かっ

たものですからちょっと聞かせてもらったんですけど、できればたくさん人が通るとい

うか、外から人を呼び込むとなればちょっと先に延ばしてもらいたいなという気持ちは
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あります。モニュメントもそうですけど、人を呼び込むポイントになることを願ってい

ますので、よろしくお願いします。 

 あと、ＨＡＣＣＰ等、衛生管理についてということで、僕、何社かもうちょっと多い

数の会社が行っているのかなと思ったら１社ということだったんですけど、それをきっ

かけにまたその１社が出たことによってこれだけ会社としてはよかったよというプラス

になる部分も次へまたつなげていくような働きもしてもらいたいと思いますので、お願

いします。できれば商工会議所でクリアファイル、いろんなふるさと納税の返礼品でも

あったような、いろんな食品の開発した写真入りのクリアファイルがあったんですけど、

実はあれを上海のバイヤーの皆さんが一時期話題になったらしくて、どこからどう回っ

たかわからないんですけど、いろんな食べるもの、食に関しての焼津というブランド名

がかなりカツオブシだけじゃなく広がりつつあるところなので、何とかうまくそういっ

たものを連動させていけばいいんじゃないかなと思っております。 

 あと、深層水ミュージアムは一部市内の皆さんから聞くと、展示物の幅をもうちょっ

と広げてほしいというのと、お子さん連れで行く人たちもいるので、そういう人たちの

リクエストもあるので、内容の面に関してはまた御協議いただきたいなと思うし、使っ

てもらっている分にはありがたいなと思います。 

 あと、うみえーるのことなんですけど、赤字か赤字じゃないかという話も聞いたんで

すけど、実は焼津へ来る人たちがお土産を買うときにどこへ買いに行ったらいいですか

といったら、お泊まりのホテルの売店かうみえーる、大体そこしか皆さん紹介ができな

くて、お煎餅だったり、焼津らしいというか、観光してきたよと。あとはさかなセンタ

ーですよね。そこで、うみえーるさんでこういったところに行ったらこういったものが、

先ほど杉﨑委員が言っていたように、そこへ行ったらサバが買えるよとかというような

案内というんですか、インフォメーションがうみえーるにあったら、深層水ミュージア

ムにあったらいいんじゃないかと、そういったお話もありましたのでこの場で披露して、

うみえーるがもっと栄えるのは僕らも希望しているところなので、ぜひまた頑張ってい

ただきたいと思います。 

 以上です。 

○久保山水産部長 いろいろとありがとうございます。 

 命名の距離につきましては余り深く水産部でタッチしていないものですからまことに

申しわけないんですけれども、そのような御意見があるということは承知をしておりま

す。モニュメントにつきましては、やはりサクラエビがどれだけこの地域の振興に寄与

してきたかということを考えまして、食堂もできるということからやはりもっとサクラ

エビをＰＲしたいという我々の希望もございまして、プレートをつくろうということで

設置をさせていただきます。 

 それから、衛生管理、輸出、これ、表裏一体のものだと思っております。今、市内で

対米のＨＡＣＣＰを持っている会社が13社、ＥＵが２社という形の数値を聞いておりま

す。これからもっともっと輸出だけじゃなくて、国内へいろいろ販路拡大するにしても

衛生管理というのは非常に重要なものだと思っていますので、そこら辺は力を入れて支

援をしていきたいと思っております。 

 なお、海外に工場というと大げさになるんですけれども、営業所等拠点を持っている
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会社は５社ほどというふうに、中国が主なんですけれども、関係のほうからは一応聞い

ております。 

 それから、ミュージアムの展示のほうについてはまた工夫をして飽きられないように

してまいりますので、また御指導をいただきたいと思っております。 

 私からは以上です。 

○杉﨑分科会員 今、ちょうどサクラエビの話やなんか、それも出たものだからちょっと

言おうかなと思って聞きます。今、150ページなんかを見ても焼津へ非常に水揚げに来

るようにという努力をなさっているんですが、予算関係全体を見て、結局、資源の消費

活動みたいなもの、言い方を悪くすれば、自然にある資源を大量に持ってきてとにかく

たくさん水揚げをやろうよということをやっていたのでは、今、資源の減少とか、枯渇

とかと言われている最中だものですから、やっぱり今後の水産部というか、提案してい

ってもらいたいんですけれども、やっぱりつくる漁業、これの予算、この研究費という

のがもう入ってきてもいいと思うんですよ。これらをぜひ、今この予算には無理なんだ

けど、ことしのこういう展開をしていく中で頭の中にそれを入れていただいて、今後、

生産していく漁業というところの研究費なりのものをちょっと上げていただきたいとい

うか、研究していただきたいと思います。 

 それと、今、サクラエビ、何週間か生きているのが大変だと言ったけど、これ、県の

水産試験、あそこも一生懸命やっておられて、どれぐらい生きるかとやっているような

んですが、今度はそれをあそこの港のところにまだ使える場所があるものですから、あ

そこに場所があると俺が勝手に決めちゃいけないんだけれども、県有地の場所と市の場

所があって、そういうところでここをどういうふうに利用していったら水産関係にどう

いうふうに寄与できるものがあるだろうかと、そういう調査費というか、研究費みたい

なもの、これはもう補正でも出していっていただきたいと思っているくらいなんですよ。

ここに今入っていないものだから。そういうのを具体的に議会のほうにも諮ってもらい

たいんだけれども、こういうことの調査をやりたいものだからこういう予算ということ

でもう積極的に前へ、港のところを利用して、かつ水産焼津を全面に出していけるよう

な、そうすると、さっきの経済産業部のほうの観光のほうの関係も出てくるんですが、

今の話、池谷委員の話もそうなんですけれども、観光も密接に関係してくるものだから、

そこは横のプレーを図りながらやっていっていただけたらありがたいと思いますので、

ぜひお願いいたします。 

○小梁漁港環境課長 港の土地利用に関しましては、やはり開かれた漁港として鰯ケ島地

区を造成したものですから、今のアクアス、うみえーる、ミュージアム等の施設で十分

とは思っておりません。そのために今年度、土地利用の可能性調査を行っておりまして、

鰯ケ島地区も調査の対象としております。それで、平成30年度予算には計上してござい

ませんが、今年度やる事業で課題等を洗い出して、庁内会議でどういった進め方をして

いこうか、今後１年間で結論を出していこうと考えております。ですので、とりあえず

議員の皆様方にも４月になればそちらの調査の事業の概要を配付できますのでお渡しし

ようと考えております。 

 あと、つくる漁業に関しまして、前にもちらっと言いましたが、やはり焼津漁港は深

層水をくんでおります。清浄な海水というのは養殖にとって大変武器になります。その
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関係で何件か照会は来ておりますので、思いは一緒なものですから、焼津漁港に荷を集

めるというのはやはりもう同じパイの奪い合いになっているわけですね。ほかへ揚げる

くらいだったらうちへ揚げてということで、乱獲するような話ではないものですから、

国際協定であるものですから、そこへ力を入れているということで御理解いただけたら

と思います。 

○鈴木（功）副分科会長 質疑・意見を打ち切り、討論を許す。（なし） 

 

◇採決の結果、議第１号「平成30年度焼津市一般会計予算案」中、水産部所管部分は全会

一致、原案のとおり可決すべきものと決定 

 

○鈴木（功）副分科会長 以上で水産部所管部分の審査は終了した。 

閉会（１１：４２） 

 

開会（１２：５６） 

○鈴木（功）副分科会長 会議を再開する。 

 都市政策部所管の議案の審査に入る。 

 議第１号「平成30年度焼津市一般会計予算案」中、都市政策部所管部分を議題とし、

当局の説明を求める。 

（当局説明） 

 

○鈴木（功）副分科会長 当局の説明に対し質疑・意見のある分科会員の発言を許す。 

○杉﨑分科会員 若干質問させていただきます。 

 こちらのページのほうで、款項目を省かせていただきますけど、160ページ、地籍調

査の関係です。平成30年度でこの予算でいきますと、ここに書いてあるところをやると、

市域全体、計画している中で何％くらい終了するのかなということと、今後の、もし費

用として、全部やるにどれぐらい期間と金額、どれぐらいかかるかなというのがわかり

ましたら、教えてください。 

 次に、166ページ、景観計画のところなんですけれども、２つ計画されている１つ、

景観の場所というのが載っていたんですが、それはどこを指していて、どの程度のこと

をやるのか、もう少し詳しく教えていただければ。 

 同じページで、スマートインターチェンジ周辺の件なんですが、ここで言う周辺とい

うのは大体どのあたりなのかな。要するに、ここからここという範囲があると思います

ので、それを教えていただきたいと思います。 

 次、168ページ、緑化の中に桜並木の剪定とか消毒というところで、16路線という数

字が出ているんですが、これがどこかっていって全部聞いても、多分私メモし切れませ

んので、重立ったところをちょっと、こういうところがありますよというのを教えてい

ただきたい。 

 その中に、朝比奈川に、今、ソメイヨシノのあるところと、その先に、地元の人たち

は山の手さくらって呼んでいる桜、毎年披露しているんですが、それが含まれているか

どうかということを知りたいです。 
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 同じページの、今度168ページの中のセントラルパークフェスティバル開催事業費、

今これ、新規であるんですけれども、その中でパークフェスをやるよとあるんですが、

その内容、いつごろどんな内容でというのを教えていただければと思います。 

 次のところで、170ページ、会下ノ島石津土地改良の件なんですけれども、そこで移

転補償費が各項目へ出てくるんですが、その移転補償費というので、まだ移転が済んで

いないところは何件あって、補償費を何件まだ払わなきゃならないかということ。金額

は、ここで大まかにわかれば教えていただければありがたいんですが。 

 次、172ページなんですが、これはちょっと給料の関係だもんであれなんですが、建

築のところの給与、27人、一番上です、建築住宅職員給与、27人って書いてあって、昨

年度よりも3,000万円ほどふえているんですが、結構大きい金額だなと思いますので、

異動の関係なのか、どういったことでこの3,000万円がふえたのかというのを教えてい

ただきたいと思います。 

 以上ですけど。 

○杉山公園・地籍課長 委員からの御質問で、まずは地籍調査の関係でございます。 

 平成30年度末の市域全体の進捗率としましては、38.7％を予定しております。 

 それから、市域全体の完成は、平成57年度を予定しております。 

 それとあわせまして、事業費等に関しましては、今のところ、まだ算出はしておりま

せん。 

 続きまして、予算書の168ページの関係。 

 まずは、桜並木の維持管理の関係でございます。16路線のうち代表的なものは木屋川

沿いの桜、それから泓の川沿いの桜、黒石川沿いの桜などがございます。 

 それから、朝比奈川沿いの桜なんですけれども、今、ソメイヨシノ、それから山の手

の「さくらの会」で管理してくれているところ、それは全て地元管理ということでやっ

ていただいております。 

 それから、続きまして、セントラルパークフェスティバルの内容なんですけれども、

今、時期としましては11月の中旬ぐらいの休日を予定しておりまして、場所は、焼津市

の南部土地区画整理事業区域内の石津西公園。それで、内容的には、例年行っておりま

す「みどりの祭典」を、まず、ここの石津西公園でやろうというもの。それから、焼津

市の南部土地区画整理事業の保留地処分の販売促進会。それと、あと、イベントとして

は、シンボルツリーの植栽イベント、それから、来てくれた方が楽しめるように、フリ

ーマーケットだとか屋台なども、今現在、計画していこうかなというところで計画して

おります。 

 以上でございます。 

○篠宮都市デザイン課長 景観計画の平成30年度重点地区の２地点のどこでどの程度とい

う件と、ＳＩＣ周辺業務の中の周辺とはどのあたりかというところ、２点御説明をさせ

ていただきたいと思います。 

 景観計画では、既にパブコメを今現在やっているところでございます。市全体の景観

計画というものを議員の皆様に説明をして、現在市民に意見募集をしていると。 

 平成30年度につきましては、焼津市の残しておきたい景観だとか、すばらしい景観だ

とか、それは歴史、あるいは活動する商業施設を含んだ景観であったり、いろんな景観
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の形はあるかと思いますが、現在焼津市では、花沢地区周辺、伝建地区に指定されてい

る花沢の里と、それらを構成する、あるいは、花沢の里にアプローチするために入る周

辺の地域、野秋、吉津、高崎地区、この４つの地区を１つの区域として、現在協議会を

立ち上げて、市全体のルールよりもさらにきめ細やかな景観ルールをつくっていこうと

いうことで現在協議会を重ねていまして、今年度中にそういったルール形成、まちづく

りの方針までをつくっていきたいというふうに考えております。 

 それから、もう一点並行して動いておりますのが、浜通り周辺、まちのあかり展など

でよくやられている浜通り周辺の地区なんですが、ここにつきましても、今年度から来

年度にかけて協議会の中で地区全体よりもさらにきめ細やかな景観のルール設定をして

いくということで、これも平成30年度内の重点地区の指定ということで動いている状況

でございます。 

 それから、ＳＩＣ周辺、この周辺はどういったあたりか、あるいは、どういったもの

に囲まれているのかという議員からの御質問。 

 スマートインター周辺につきましては、非常に広い農用地も含む住居エリアが、既存

の集落がございます。平成30年度に進める業務としては、25ヘクタールの地域を予定し

ていて、ここは、周辺の市街化調整区域への影響を鑑みて、東で言いますと、東名高速

道路よりも西側で、ニッシンの工場を越えて、志太中央幹線、そこも越えた先につつじ

平という住宅団地がございます。東西で言いますと、東名からつつじ平の住宅団地まで、

南北で言いますと、南側にはニッシンの工場がございますので、それより北側に向かっ

て、なおかつ港湾道路、非常に広い道路がございますが、その道路に囲まれたエリアと

いうことで、今、整備手法も踏まえて地域の皆様と意見交換をしている状況でございま

す。 

 上泉地区が主な地域にはなろうかと思いますが、そういった地形地物でしっかりと囲

まれているということで、自然との調和、協和をしながらいろんな事業を住民の皆様と

今、考えている最中でございます。 

 以上でございます。 

○増田区画整理課長 委員お尋ねの会下ノ島石津土地区画整理事業の家屋補償の件でござ

いますけれども、現在475戸中の273戸を移転済みでございます。従いまして、残りは

202戸ということになります。 

 それで、平成30年度以降でございますが、残事業費がおおむね75億円でございまして、

そのうちの移転補償費に約50億円かかる見込みでございます。 

 以上でございます。 

○手塚住宅営繕課長 建築指導費の中の建築住宅職員給与関係なんですけれども、算出の

ほうは、基本的に人事課のほうで算出しておりますけれども、ふえた要因としては、平

成28年度から平成29年度にかけまして、住宅営繕課のほうが３名増員しております。そ

れで増額になっていると思います。 

 以上です。 

○杉﨑分科会員 ありがとうございます。 

 今の質問の中でお聞きしたかったんですが、166ページの景観の関係なんですけれど

も、これ、協議会は、今、花沢を中心にして立ち上がった、今年度の中で立ち上がって
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いるんですが、浜通りのほうの協議会というのは、今あそこでいろんな活動をしている

方たちがあるんだけれども、そのまちあかりをやっている人たちですね、そこが中心に

なるのか、もう少し延長した範囲まで含んで考えているのかというのをちょっと教えて

いただきたいなと。そうなってくると、予算的にも、今度、観光のほうも関係した形で

組んでいかないと、いいものにできないかもなというのを思っているものですから。今、

担当はここになりますけど。 

 スマートインターチェンジの関係でちょっと確認なんですけれども、今の場所という

と、ちょうど藤枝市との市境にずっと沿っていくようになると思いますので、あれ、中

央幹線のところがありますのでね。東名よりも西側となると、インターチェンジ向こう

側になるんですが、あの全体もやっぱり広域的なことを考えていきますと、藤枝市との

関係って非常に濃いものですから、その辺もお互いに話をしながら進めていっていただ

ければありがたいと思います。これはどういう話をしているのか、今お聞かせ願えたら

聞かせてもらいたいと思います。 

 セントラルパークフェスティバルという11月ごろ予定しているという話なんですが、

これ、ぜひ成功させたいものですから、議員のほうにも、また詳細なことをやれば、

我々は我々で今度広げていくというか、コマーシャルをしていきたいと、広報したいと

思いますので、ぜひまた教えてください。 

 フリーマーケットなんかも非常にいいものですから、広く声をかければ、いろんな種

類の、けっトラ市並みのものもできるかもしれませんので、ちょっとこれは期待してお

ります。 

 もう一つが会下ノ島の関係なんですけども、今202戸ぐらいがまだ残っているよとい

う話で、これ、住宅だけじゃないかなということ。住宅だけなら住宅だけでいいんです

が、事業所が含まれているかどうか。 

 50億円の移転費用が、まだ今から、これから出ていくよというんですが、仮換地にな

る場所というの、今後は決まっているという勘定でいきますと。仮換地というか、よそ

へ出ていく人に関しては何も換地は要らないけれども、そういったので、場所が決まっ

ていない人たちがどのぐらいあるのかな。これは、世帯というか、企業なら一企業、世

帯なら世帯でいいんですけれども、それ、もし割合でわかったら教えてください。 

○篠宮都市デザイン課長 先に、浜通り周辺につきましては、まちのあかり展などを非常

に活発的に動いているフォーラムというグループがございます。フォーラムとの連携は

もちろんで、フォーラムの中には市内在住でない方も、地区外の方もいらっしゃいまし

て、協議会のメンバーとしては、そこに住んでいる、土地を持っている、あるいは家を

持っている、そういった方、自分の地域の景観のことでございますし、いろんな何かを

やるにしても、負担が発生したりだとかそういうこともあって、自治会長からも、でき

るだけ地元住民で協議会を立ち上げたいということがありまして、今回、今、協議会を

進めているのはフォーラムのメンバー２人をオブザーバーとして委員に入れていまして、

協議会の中では、必ず２名の方が御出席をいただいているというところで連携をとらせ

ていただいています。 

 スマートＩＣ周辺の藤枝市との連携につきましては、今年度も入ってから第４回の広

域調整の打ち合わせをやっておりまして、第５回目も３月、今月に行う予定で、双方で
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周辺の土地利用のあり方、研究をしていくというところで意見交換をしているところで

ございます。 

○増田区画整理課長 お尋ねの仮換地指定の状況でございます。 

 面積比で申しますと97.58％、現在指定済みでございます。人数のお尋ねでございま

したので権利者で申しますと、543人中524名が指定済みでございます。残りは19名とな

っております。 

○杉﨑分科会員 世帯なのか、人数。 

○増田区画整理課長 権利者数ということになるんですが。区画整理だものですから。 

 一応、単位は人というような格好になりますけど、一応権利者がいるということで。

左様でございます。 

 それで、済みません、ちょっと前後しますが、移転補償する家屋に住宅に事業所が含

まれているかということですが、事業所も含まれての数でございます。 

 以上でございます。 

○杉﨑分科会員 ありがとうございます。 

○石田分科会員 私もページ数で申しわけありません。予算書の168ページの公園整備事

業費のところで、先ほどマンホールトイレを石津の西公園に設置するということで、そ

の仮設のトイレのことなんですけれども、幾つトイレを購入されて、それは、イコール

焼津市にあるマンホールの数に匹敵しているのかどうかをまず１つお伺いしたいのと、

あと、予算書の170ページの下のほうなんですけれども、高質空間形成施設整備事業費

というところで、ＬＥＤの設置で2,350万円ほどの予算がついているんですが、この中

に、説明書のほうを見ますと、ＬＥＤの照明灯とデザインＬＥＤ照明灯というのがある

んですが、この違いを、もしよかったら教えていただいたと思います。その２点、お願

いします。 

○杉山公園・地籍課長 委員からの御質問でございますが、マンホールトイレといいます

と、道路にある下水のマンホールを立ち上げてというようなイメージをお持ちかと思い

ますが、今回、石津西公園に計画しているマンホールトイレというのは、公園の敷地内

の地下にコンクリートの大きな箱、ボックスカルバートを埋めまして、その上に緊急時

には仮設トイレを立ち上げるというような構造になっております。 

 それで、計画の便座数なんですけれども、全体で38の便座ができるような格好で、そ

のうち標準型が30基、それから介護者用のものが８基、計画しております。 

 以上でございます。 

○小柳津土地区画整理事務所長 高質空間形成施設整備事業のＬＥＤ照明灯とデザイン照

明灯なんですが、デザイン照明灯につきましては、杏林堂の通りはご存じでしょうか。

あの通りにデザインを、ちょっとこう、かたどったやつの照明灯がございまして、近商

の地域になりますので、そういった景観を配慮したものでデザインをつくっているもの

がデザイン照明灯になりまして、あとは、自転車歩行者専用道というところがございま

して、そちらに配備しているのが通常の照明灯、ＬＥＤ照明灯を設置して、ちょっとラ

ンク的には少し分けて設置してございます。 

 以上です。 

○石田分科会員 はい。わかりました。 
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○池谷分科会員 私もページ数でお願いします。 

 予算書のまずは168ページの公園の維持管理のところで、遊具の、以前から言ってい

ます遊具の点検なんですけど、それこそ大きな遊具をリニューアルして10基ほどつけて

いってもらえるというお話で、まずは１基、どれぐらい金額するかというのを単に10基

分で割っていいのかどうかというのもそうなんですけど、それをちょっとお聞きしたい

のと、リニューアルについては、遊具だけじゃなくて、実はトイレだったりとかベンチ、

その他もろもろ、古い公園もありまして、その都度その公園を利用している人たちから、

フェンスが古くなってきたとか樹木がちょっと高くなり過ぎてきたとか、いろいろな要

望が聞こえるところがあるんですけど、今後を含めて、古い公園について、新しい公園

は別として、古い公園について、どうリニューアルというか手を加えていくかという方

向性だけ、また教えてください。 

 次に、172ページのアスベストの対策事業費なんですけど、これ、以前質問をさせて

もらったときに、民間のアスベストを使用しているんじゃないかというところで、調査

をしていますかという質問を一度させてもらったときに、今回、それに10件ぐらいの調

査費という形で予算計上されているんだと思いますけど、その10件が10件ともなるのか、

予想で10件、とりあえずそれをそのまま次年度もまた続けていくよと、どこまで続ける

かはまだあれなんですけど、そういったつもりで、今、予算づけされているのかどうか

というのをちょっとお聞きしたいと思います。 

 最後に、176ページの大井川防災広場についてなんですけど、整備が進めば、草刈り

等、管理費が市単独のほうの予算のほうは減っていくとは思うんですけど、今の工事の

スピードで、最終的な完成、また、今、完成に向けて随時また気になっている市民もい

ますので、現場の説明会とか、また、そういった市民説明会などを含めての情報提供を

どうしていくかというところを、もし何かありましたら教えていただきたいと思います。 

 以上です。 

○杉山公園・地籍課長 ただいまの委員からの御質問でございます。 

 遊具の更新の関係の費用でございますが、今ここで、公園遊具の長寿命化の更新工事

ということで、これは、国の補助金をもらって工事をやっております。対象事業といい

ますのが、今、今回、この事業は、遊具、可動遊具、動く遊具ですね、これが今、補助

の対象になっておりますので、優先的にそういったものから順番にやってきております。 

 継続してやっている中で、１基当たりの更新費用、どのぐらいかということでござい

ますが、ブランコなどを今、精力的に更新やっておりまして、規模にもよりますが、１

基当たり100万円から150万円程度かかります。 

 それから、そのほかの公園の中の施設でございますが、委員のおっしゃるとおりトイ

レ、大きなもので言いますとトイレ、それから、小さなもので言いますとベンチなどが

ございます。 

 それで、トイレなんかにつきましては、構造によりまして耐用年数というものがござ

います。その耐用年数が過ぎたもの、かつ使用が困難なものからまた順次ということで

は計画をしていくところでございますが、今のところ、まだ耐用年数を過ぎたトイレと

いうものはございませんので、当面の間トイレには手をつけないというような計画でお

ります。 
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 それから、小規模なものでベンチの関係なんかにつきましては、指定管理者のほうで

日常パトロールを行いながら、修繕が必要なものについては、座板の交換など、あとは

塗装関係、そういったものを進めております。 

 それから、防災広場の関係でございます。 

 この防災広場、全体面積14.3ヘクタールと非常に大きな面積の計画であります。そん

な中で、あそこもここもというふうな着手にしておりますと虫食い状態になるものです

から、まずは全体の真ん中あたりの多目的ゾーンと呼んでいるんですけれども、そこの

あたりをまずは整備を進めていこうということで、平成33年を目標に、真ん中の多目的

ゾーンの完成に向けて進んでおります。 

 それから、残りのエリアにつきましては、またその後、順次整備を進めていくという

格好で計画しております。 

 それから、市民の皆様非常に気になっているよということで、情報提供、今後どうや

っていくのかなというところでございますが、工事を発注する中では、今年度も、防災

広場だよりというものを一部周辺の方々には発行しております。そういったことも踏ま

えまして、また、もう少し広域的に情報発信ができればなというふうにまた考えており

ます。 

 以上でございます。 

○鈴木建築指導課長 委員お尋ねのアスベストの含有調査の件数についてですが、今年度、

小規模な建築物につきまして、吹きつけ剤を使用しているかどうかのアスベスト調査を

実施しました。その結果、調査希望ありの方、それから、吹きつけ剤を使用していると

いう方、こういった方の件数を計上しまして、プラスアルファちょっと数件見込みまし

て、それで10件を計上しております。 

 今後につきましても、引き続き含有調査のほうを進めてまいりたいと思っております。 

 以上です。 

○池谷分科会員 ありがとうございました。 

 公園のほうは、引き続き、また、時期によってというか、そのシーズンによって違う

んですけど、これまた管理をしている造園業の組合の皆さんだったりとか、あれなんで

すけど、虫が多く発生する時期がもう迫ってきていますので、また出てくる、いつも市

民の皆さんから、公園で遊んでいて虫がいるからちょっと気持ち悪いから。それと、あ

と、草ですよね。そういった管理も、また協会の皆さんに、年間通しての管理なので、

それこそ人を使って管理していくのでそんなたくさんは、予定から多くはというのはあ

れなんですけど、そのシーズンによって状況が違うので、その辺、また注意しながら管

理をしていってもらいたいということで。あと、何かあってからじゃ困るものですから

ね、特に、古い公園に関しては、危険が少ないようにまた努力していってもらいたいと

思っております。 

 大井川の防災広場なんですけど、先ほど言った、最終的に言った広場だよりという、

その情報を提供していくという部分に関しては、周辺も含めて、自治会の長の皆さんに

だけは、こういう形で進んでいくよと言って、どうしてもちょっと場所から離れている

人からすると、大きな金額が動いている割には何をやっているかわからないって。見に

行けば多少は見えるとは思うんですけど、あれだけ広いと、のぞく場所によっては全然
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何をやっているかわからないところもあるので、説明会というか、あれば越したことは

ないですけど。ぜひ、情報だけは流していただきたいなと思います。 

 アスベストに関しては、やはり気づかないというか、そこは気を使っていかないとい

けないところかなというのは自分たちも思いますので、引き続き調査、また進めていっ

てもらいたいと思います。 

 以上です。ありがとうございました。 

○篠宮都市デザイン課長 済みません、冒頭の当初予算の説明の中で１点修正をさせてい

ただきます。 

 お手持ちの歳入歳出予算書78ページをごらんください。 

 中段の７番土木管理費委託金、官民境界確定事務委託金ということで、私のほうで権

限移譲交付金の中の説明の中で、８番から説明するところを７番から説明をしてしまい

ました。訂正をさせていただきたいと思います。済みませんでした。 

○鈴木（功）副分科会長 質疑・意見を打ち切り、討論を許す。（なし） 

 

◇採決の結果、議第１号「平成30年度焼津市一般会計予算案」中、都市政策部所管部分は

全会一致、原案のとおり可決すべきものと決定 

 

○鈴木（功）副分科会長 これで都市政策部所管の議案の審査は終了した。 

閉会（１４：１１） 

 

開会（１４：４２） 

○鈴木（功）副分科会長 会議を再開する。 

 建設部所管の議案の審査に入る。 

 認第１号「平成30年度焼津市一般会計予算案」中、建設部所管部分を議題とし、当局

の説明を求める。 

（当局説明） 

 

○鈴木（功）副分科会長 当局の説明に対し質疑・意見のある分科会員の発言を許す。 

○杉﨑分科会員 ちょっと細かいことで聞かせてもらいたいんですが、102ページ、６目

のほう。その６目のところの一番下のアトレ庁舎の関係なんですけれども、光熱費の関

係で2,970万3,000円って出ているんですが、これは、あれ、共同ビルというか一緒に住

んでいるものですから、あくまで１階、２階の部分であるかということと、それと、共

有費というんだか共営費というのか、それがこの中に含まれているかどうかというのを

教えてください。含まれているんだったら、金額幾らになるのか。 

 次が、162ページ、道路の橋の件ですが、長寿命化というので4,000万円予算が出てい

て、こっちの説明資料のほうによりますと６個の橋となっているんですが、それに含ま

れるのは、工事をやりますよというのと点検と修理になっているんですけれども、

4,000万円で橋を６個工事というの、ちょっと納得、ちょっと随分安いなと思うものだ

から、工事をするのは１つって聞いたんですけど、それ、もう一回聞かせてください。

工事が何カ所で、ほかは点検と修理なのかというのを。 
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 次が164ページで水防管理費なんですけれども、水防管理システム、カメラというか

水を管理するカメラというのがあるんですけど、それと、ずうっと後のほうに出てきた

ドローンの維持管理費なんかもそうなんですが、防災面のところで、今、皆さんが担当

しているところと危機管理のほうと関係していると思うんですけれども、カメラ自体、

写っている、投影されてくるもの、ありますよね。それは、どこで管理しているのかと

いうのと、あと、ドローンは、買ったりなんかするのはこちらのほうで持つかもしれな

いけども、その後、使っているのは危機管理が使っていると思うんですが、その辺のと

ころの、ちょっとどういう住み分けをしているのかというのを。統一したほうがいいん

じゃないかなというのもちょっと思ったりもしたものですから、聞かせてください。 

○伊東土木管理課長 アトレ庁舎の維持管理費でございますけれども、アトレ庁舎の維持

管理費、これは、支払っているものにつきましては、アトレ庁舎１、２階分でございま

す。３階の公民館は、含まれてございません。 

 それと、共有費でございますが、共有費につきましては、アトレ庁舎の管理組合にビ

ル管理共益費負担金という形で負担金を支払っております。この中に含まれておりまし

て、これが平成30年度では568万6,000円を計上してございます。 

 以上でございます。 

○八木河川課長 水防監視システムの関係のカメラの関係です。 

 今、カメラ自体なんですが、市で設置しているのが２台あります。その２台のカメラ、

ハード自体のその維持管理は市でやらせてもらっていまして、あと、それ以外の県と国

で18台カメラがあるんですが、それは、映像だけいただいて、それをシステムに入れて、

御提供させてもらっています。 

 システム自体は、河川課のほうで、これも維持管理をさせてもらっております。 

○杉﨑分科会員 両方とも。 

○八木河川課長 国も県も、映像だけいただいて。 

 以上です。 

○長嶋道路維持担当主幹 御質問のありました長寿命化についてですが、あくまでもこの

4,000万円は、６橋の補修工事になります。 

 橋梁の点検を実施しまして、各橋梁の補修が必要な個所を発見、先に見つけておりま

して、その部分の補修をするということで4,000万円を計上しております。 

 以上になります。 

○伊東土木管理課長 ドローンの質問でございますけれども、危機管理との仕分けの話だ

と思いますけれども、今回、ドローンのほう、購入するものにつきましては、例えば災

害時、土木施設の被災状況の状況を的確に把握するということと、平時におきましては、

例えば河川施設の護岸の変状でありますとか土砂堆積状況などの点検調査、そちらのほ

うをするということで、土木施設によるものとして今回購入するものでございます。 

 以上でございます。 

○杉﨑分科会員 今、逆から言っちゃって。ちょうど今、聞かせてもらって。 

 そのドローンは、あくまでも危機管理とは別個に河川のほうで使うものだよと、そう

いう解釈でよろしいでしょうか。 

 それと、最初の共有部分のところの管理組合に払うお金、負担金というのか。568万
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6,000円って、何か内訳的なもの、あるんですかね。あれぐらいの広さを持っていれば

結構お金がかかるんだろうけれども、金額的にどうなんだろうという。ちょっと内訳が

あったら教えていただきたいと思います。 

○伊東土木管理課長 まず、ドローンのほうですけれども、これは、購入するものにつき

ましては、土木施設に関するものということでございます。 

 それと、ビル管理共益費の内訳ですけれども、ちょっとこちらについては……。 

 アトレ管理組合との協定規約に基づいて支払っているので、ちょっと細かいものにつ

いては、ちょっと。 

 以上でございます。 

○杉﨑分科会員 ありがとうございます。 

○石田分科会員 ２点お伺いします。 

 済みません、ページ数で、106ページの一番上の自主運行バス運営事業費のところと、

バス路線維持特別対策事業費、さっき、ここのところでしたっけ、何かオーバーホール

したっておっしゃっていたの、ここだったんでしたっけかなと思って、とりあえず、こ

こで何か、とりあえずお金が前年度と本年度で比べてふえたり減ったりしているんです

けれども、バスというのは本当に大変で、空気を運んでいると言われちゃっているとこ

ろもあるものですから、皆さん苦労しているところかなとは思うんですが、ふえたり減

ったりしているところ、それぞれどんなところが変わったのか教えていただきたいのが、

まず１点。 

 それから、先ほどの杉﨑委員の続きになるんですが、164ページの真ん中の水防監視

システムの設置事業費ということで、１カ所増設というお話だったんですが、何か、こ

の前も伺ったような気もするんですが、場所がどこだったかちょっとあやふやになって

しまったので、もう一度教えていただきたいと思います。お願いします。 

○落合道路課参事 それぞれバスに関する費用でございますが、まず、自主運行バス運営

事業費のほうでございますが、こちらのほうは、ふえた要因が主な一番の要因は、ジャ

ストラインに対する運行委託費が一番増額しております。 

 先ほどオーバーホールと言いましたけれども、自主運行バス、現在６台所管しており

まして、そのうち２台は平成15年に２台買っておりまして、そのうちの既に15年弱経過

しておりますので、１台まずオーバーホールをして、安全確保のためにやらせていただ

いております。 

 それから、バス路線対策のほうでございますが、こちらは、それぞれジャストライン

が運行している路線に対する補助でございまして、ふえてはいるのですが、今年度、ち

ょっと一色和田浜線を少し減便して効率化を図っておりまして、それで、ちょっと予算

が減るということになります。 

 以上です。 

○八木河川課長 来年度、カメラのほうの増設を１基予定しておりまして、場所なんです

けれども、志太田中川に流入してきます天王川というところがありまして、場所が吉永

から利右衛門の字界あたりの部分を、今、予定しております。 

 以上です。 

○池谷分科会員 また、ページ数でお聞きします。 
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 162ページの道路維持管理費のところで毎回質問させてもらっていたんですけど、少

し、いつも維持管理していく経費が年々上がっていくような話をいつも聞いていたんで

すけど、ちょっと減額しているんですけど、その理由について、少額ですけど、理由を

聞かせてください。 

 あと、166ページの大井川河川防災ステーションなんですけど、五千何百万円、今つ

いてスタートするということなんですけど、総工費は大体どれぐらいの計画になってい

るかというのと、あと、完成時期、予定でいいので教えてください。 

 あと、先ほどから杉﨑委員とかが言っていたドローンの件なんですけど、そのドロー

ンを操縦する職員さん、免許。免許というんですか、講習を受けたりとか。職員さん、

異動もあったりとかいろいろあると思うんですけど、その担当の方が何人ぐらいでとか、

それで、機種もどんどん変わっていくんですけど、これから先、もう、こうやって一度

スタートしたら、かなり長く計画が続くと思うんですけど、どういった年間計画という

か長さで、スパンで考えているかだけ教えていただきたいと思います。 

○伊東土木管理課長 まず、ドローンでございます。 

 ドローンにつきましては、現在、焼津市におきまして、平成30年２月現在、危機管理

部で４名、それと建設部で１名、それと水産部で１名、環境部で１名、それと生涯学習

部で１名の、焼津市では、計８名の職員が、国土交通省の許可、承認が必要となる際の

要件となる10時間以上の飛行経験を持っております。 

 それと、ドローンによる、操縦するのは免許が要るかということですが、これは、操

縦に必要な資格の免許というのはございません。講習で安全な運転、操縦ができるとい

うことで要請をしていくというところでございまして、今回、ドローンを購入するに当

たりまして、建設部としましては、若手職員を中心に、この研修で養成を図っていきた

いというふうに考えているところでございます。 

 以上でございます。 

○八木河川課長 大井川河川防災ステーションについてであります。 

 これは、国と市と連携して事業を行うものでありまして、それぞれ事業を考えており

ますけれども、大体場所が大井川左岸の中島地区になりまして、左岸の左岸沿いにずっ

と県道が走っているんですけれども、その高さまで背面の地盤を約７メートル盛り上げ

て、大体2.1ヘクタール程度の広さのもので考えております。 

 整備につきましては、国が５億5,000万円、市が１億9,000万円余ということで、全体

で７億4,000万円余ということで考えております。 

 時期なんですけれども、今年度から用地の交渉に入りまして、32年度までに完成とい

うことで考えております。 

 以上です。 

○長嶋道路維持担当主幹 今おっしゃられた道路維持の維持管理費が減っているという…

…。 

○池谷分科会員 この道路維持費、説明書の131、132のところ。１億6,200万円、前年度

が１億6,500万円、少額ですけど減っていると、減ってきている要因というんですか。

道路維持です。維持費。上から４段目です。 

○長嶋道路維持担当主幹 申しわけありません。 
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 実は、工事の中で、維持補修工事を４件通常予定していたものを、平成30年度は３件

ということで、その辺で工事の予定金額が若干減ったことによる減額になっております。 

○池谷分科会員 それじゃ、今の道路維持のやつなんですけど、小規模修繕って、その工

事が３件というか、工事金額になるんですか。済みません。 

○長嶋道路維持担当主幹 維持補修工事というものが、小規模修繕の修繕工事自体は、維

持補修工事費の中の……。 

○山田建設部長 いわゆる道路小規模修繕と言われる事業ですけど、細かい修繕ですけど、

前年度と小規模修繕は同額でございます。 

○池谷分科会員 了解です。細かいことはあれなんですけど、自分が言いたかったのは、

修繕費の中には材料費が組み込まれてくると思うんですけど、アスファルトの材料だっ

たりコンクリートだったりとか、ちょっと一部聞いた話だと、材料費がちょっと高騰し

ているんじゃないかという話で、工事を請け負う皆さんもそうですけど、価格と見合っ

ているのかという話をよく耳にするものですから、ちょっと下がってくるより、ふえる

んだったらわかるんですけど、少額でもちょっと下がるというところで、今ちょっと聞

いてみたいなと思いました。なので、また調査というんですかね、現状調査もまたして

いただきたいなと思います。 

 河川防災ステーションについては、了解いたしました。 

 あと、ドローン、済みません、免許必要だと思っていたのであれだったんですけど、

８名いるということで、若手の職員さんたちにまた頑張ってもらうのと、もし、その職

員さんが何かあったときに動けないときのサポートというのは、そのほかの人たちで、

多分持ち回りというんですかね、対応していくことになるのかなとは思っているんです

けど、その辺のカバーのほうもよろしくお願いします。 

 以上です。 

○鈴木（功）副分科会長 質疑・意見を打ち切り、討論を許す。（なし） 

 

◇採決の結果、議第１号「平成30年度焼津市一般会計予算案」中、建設部所管部分は全会

一致、原案のとおり可決すべきものと決定 

 

○鈴木（功）副分科会長 以上で建設部所管の議案の審査は終了した。 

 これで本日の審査を終了とする。 

閉会（１５：４４） 

 


